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1.は じめに

筆者 は2014年 よ り教師 として働 き始 め,2021年 度までに計5校 での勤務経験 があ

る。探究学習 をべ一スに,探 究的 に学ぶ教 育を行 うためには ど うした ら良いか,と い

うことを考慮 した授 業作 り行ってきた。テス トなどの点数の 向上 よりも,そ こに至る

までの過程 を楽 しんでほ しい とい う思いで教育 を模索 した。そ して,子 どもが楽 しむ

様子 を見るこ とに喜び を感 じていた。 しか しなが ら,子 ども,保 護者,同 僚 の教 員か

らの要望 の多 くは,「 予定 された通 りの実験」,「テス トで得点 を取 るのに役 立つ授 業」

で あった。テ ス トで は測 りづ らい児童 ・生徒の人間的な成長 を期待 し,そ れがで きる

の は探究学習 である と考 えていた筆者 は,周 囲 とは異なる価値観であって も 「自分は

換 えの効 かない存在 でいたい」 とい う思い を強 くもっていた。

2020年 度,大 学院入学後,児 童 の資質 ・能力の育成 には,先 ず,そ の育て手で ある

教師が 自らの資質 ・能力について知 る必要があるのではない か と考 えた。教師 の資 質 ・

能力 を知 るための手法 として,こ れまでの教師経験か ら印象 的,特 徴的な場面 につい

て省察す ることの有効性 を修士論文に係 る研究 により見出 した。す なわち,教 師経験

とい う長期間の経験 を対象 とした省 察的活動(自 分史 よ り導 く自己理論化)を 行 うこ

とで,教 師 としての 「自分」を構成す る要素 に 【資質 ・能力】,【アイデンテ ィテ ィ】,

【コア ・クオ リテ ィ】が関わるこ とがわかった。

2年 間 の大学院の経過 において,筆 者 は このよ うな 自己理論化の活動 を2度 行 った。

1度 目は2014年4月 か ら2021年3月 の期 間を対象 とした もので,2度 目は2021年

4月 か ら同年12月 までの期 間を対象 とした ものである。2度 目の自己理論化は,1度

目の 自己理論化 によって見 られた教師 としての 「自分」が実際の教育活動 にどの よ う

に反映 され ているのか,そ の時に並行 して行った教育実践研究 の結果を基 に,よ り精

度の高い 自己理論化 を 目指 して研 究を行 った。その結果,自 己理論化を行 うこ とで,

教育活動 が 自己評価 によって価値 づけ られ ることを発見 した。 そ して,自 己理論化 に

よって表出す る3つ の要素に焦点を当てた,自 己理論化 メソッ ドの開発す るに至 った。

本稿では,自 己理論化 メソッ ド開発までのプロセスか ら,教 師経験 の省察 を行 う有用

性 と価値づ けを行 った。
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II.自 分史 か ら導 く自己理論化

1.自 己理論 化

筆者 は大学院の授業 において,フ ィン ラン ドの教員養 成課程 で実践 され てい る,

PersonalPracticalTheory(PPT)の 存在 を知 った。 これ は直訳す ると 「個人 の実践

に基づ く理論」 とし,Stenberg(2014)は 「教師個々人の教師経験や学習体験 を 自ら

の理論 とす る活動」としてい る。新人教 師(教 育実習生)が 熟達教師 との対話 の中で,

経験 を省察 し,教 師 と してのアイデ ンテ ィティ形成 を目標 とした ものである。理論 と

実践の往還を通 じてその質を高め,教 師 が社会 においてその働 きが手本 となる存在 を

目指す ものである。 しか しながら,こ れ までの教師経験 において教育理論 を活用 した

認識 がほ とん どな く,経 験依存的経験 主義(村 上,2016)に 基づいた教育 を行 ってい

た ことか ら,PPTの 実践 をそのまま適 用す ることは極 めて厳 しい と考えた。

一方 ,村 上(2016)は このような実践経験 を基に した個 人に よる理論 の構築 とその

検証 の様子を自己理論化 アプローチ と称 し,自 由研究的な探 究学習における学習者 が

経験 か らの学びを どの よ うに理論構築 してい くかに注 目した。 これ は,PPTの 理論 と

実践 の往還を,探 究学習 とい うデザイ ン された場 を通 じて行 うものである。

本研究では,PPTで 目標 とす る教師 としてのアイデ ンテ ィテ ィ形成を念頭 に置 き,

Korthagen(2010)が 示す,「 ゲシュタル トの形成,ス キーマ化,そ して理論構1築の

プ ロセス」の概念的展 開を参考に,PPTの 手続 きを個人作業化 し,再 構築 され る教師

経験 を理論化す る とい う方法をとった。 以降 これ を 「自己理論化」 と称 してい く。

2.自 分史

それぞれの教師がそ の生活の中で経 験 してきたことを 自分史 として扱 う。授 業で実

践 したことや 自身 の中にある教育観,生 徒 指導,学 級経営 な ど直接的に児童 ・生徒 に

関わ ることだけで なく,保 護者,同 僚,職 場環境,校 務分掌等 の事務的な作 業経験な

ど,学 校現場で自身が経験 したこと全 て を含む。 ここで は,学 校現場の外,つ ま り,

仕 事 として学校 に関わ る時間以外 の個 々人の生活体験は除 くもの とする。

3.自 分史 を付 箋 化 す る

自分史より,「教師生活 で印象 に残 ってい ること」をテーマ に付箋に短文で書 き留 め

た。 この時,自 分に とって良い印象や行 った活動ばか り挙 げるのではなく,苦 悩 や悪

い印象,意 識的に考 えない よう努力 していたこ とな ども含 めた。

「教師生活で印象 に残 ってい るこ と」 としたことで,教 育活動のきちん とした記録

が残 されていな くとも,印 象深いエ ピ ソー ドと共に覚えてい る場合が多 くあ り,そ れ

はゲ シュタル ト形成 に関わる因果 とな る。 さらに,ス キーマ化,理 論構築 の際には,

このエ ピソー ドの背 景を含 めた思考が重要 となることか ら,印 象に残 っている ことか

ら思い出す ことを 自分史 とした。

皿.自 己理論化に よって表出す る3つ の要素一
自己理論化を行 う上で,PPTの 手続 きの個人作業化 を 目指 した。そこで注 目したの

がKJ法 である。KJ法 的手法を用い るこ とで,筆 者 のゲ シュタル トを認識 し,具 体的

な手作業 によってスキーマ化 し,理 論構築 に至 ると考えた。本 来,熟 達教師 と新 人教
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師のコーチ ング的対話 によって引き出され る作業 を,現 在の筆者 を熟達教師,過 去の

筆者 を新人教師 とみなす こ とで,内 発的な気づ きを 目指 した。KJ法 は,川 喜 田二郎

が考案 した研 究法で(川 喜 田,1967,1986,1997),名 刺程度 の紙片 に記 されたデー

タのグループ分 け,図 解化,文 章化を通 して質的にデ ータを整理 し,分 析 してい く手

法である。

2.2度 の 自己理 論化

本研 究開始以前 に蓄積 された教師経験,2014年4月 か ら2021年3月 までの自分史

か ら導いた 自己理論化(①)と,本 研 究中に新た に蓄積 された教師経験,2021年4

月か ら同年12月 までの 自分史 か ら導いた 自己理論化(②)の,2度 の自己理論化を行

った。両試行 において,同 様 の流れでKJ法 的手法 を用いた自分史 の省察 を行 い,概

念図,叙 述文 の作成 に至った。 また,示 され た 自己理論化 の概念図は,自 身のマルチ

プル ・イ ンテ リジェンス(MI)(Gardner,2010)の レーダーチャー トと重な りがあ

るこ とが示唆 され た。MI理 論 は,学 習者が発揮す る能力 を示す ものであることか ら,

自己理論化 か ら導かれた概念 図は筆者 の教師 としての学び を可視化 したものであると

した。

3.分 析 の客 観 性 を得 るた めの コア ・リフ レク シ ョン

KJ法 的手法 に よる自分史か ら導 く自己理論化は,付 箋に書き留 め られた 「教師生

活 で印象 に残 っているこ と」の背景を考慮 して理論構築 できることか ら,活 動者 自身

に よる納得度 の高い概念図や叙述文が構築 され る。 完成 した概念 図,叙 述文 を分析す

ることで,自 分史の教 育活動 に発揮 される要素 を知 ることとな る。一方で,活 動者 の

主観や願望が反映 しやす く,分 析 によっては実態 と異な る様子が示 され る場合 がある。

実際,筆 者 が実践 した 自己理論化 においても,実 態 とは異なった資質 ・能力 を有する

と分析 したこ ともある。 また,自 己理論化 では教師 としてのアイデンテ ィテ ィ形成を

目標 の一つ としているに も関わ らず,自 己理論化 によってその具体をはっき りと捉え

ることが難 しい と感 じた。

そ こで,自 己理論化の分析 に よってアイデ ンティテ ィの具体化 を可能 にす るアプロ

ーチ として ,コ ル トハーヘ ン(FredA.J.Korthagen)の 提唱す るコア ・リフレクシ

ョン(CoreRe且ection)が 適 当で あると考 えた。 コア ・リフレクシ ョンは対象者の経

験 か ら当人の コア ・クオ リテ ィ(強 み)に 焦点 を当て,自 己肯定感 をもた らす省察 と

され てい る(村 上 ・清水2021)。 対象者の経験 を階層 的に捉 え,【 資質 ・能力】,【ア

イデ ンテ ィテ ィ】,【コア ・クオ リテ ィ】の順 に潜在的な要素へ と働 きか ける省察であ

る。

4.コ ア ・リフ レクシ ョン と 自己理論 ヒに お け る3つ の要 素

2021年5月31日,コ ル トハーヘ ン氏によるコア ・リフレクシ ョン(オ ンライン)

を被験者 として受 けた。それ よ り,筆 者 には 《リフ レクシ ョンできる資質 ・能力》,《革

新的でオン リー ワンな存在であ るアイデ ンテ ィティ》,《創造的でユニーク,オ リジナ

ル なコア ・クオ リティ》があ ると示 され た。 この結果 を 自己理論化(①)の 概念図,

叙述文 と照 ら し合わせ た。【資質 ・能力 】は概念図,叙 述文 に特徴的 な行 動 として頻繁

に表現 され,【 アイデ ンテ ィティ】は概念図の展開や叙述文の流れ を読み解 くことで表

現 され,【 コア ・クオ リテ ィ】は概念図 にも示 されていない潜在的な要素で あるこ とが
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示唆 された。ここか ら,自 己理論化によって 【資質 ・能力】,【アイデ ンティテ ィ】,【コ

ア ・クオ リティ】の3つ の要素が表出 させ 可視化 できる可能性 が示 された。

5.2度 の 自己理論 化 を比 す る

自己理論化(①)に よって現れた概念図 は筆者の持論(個 人 が構 築 した理論),そ し

て 【アイデンティテ ィ】形成までの流れ を非 常に端的に示 してい る。一方,自 己理論

化(②)に よって現れ た概念 図は,【 アイデ ンティテ ィ】形成 に至 るまでの流れ を詳細

に示す もので,自 己理論化(①)の 流れや,展 開が似てい ることか ら,自 己理論化(②)

は よ り細やかな視点で 自分史を捉 えるこ とができたのではない か と推察 した。 これ は

作成 した叙述文 にも同様の特徴 が現れてい た。

また,自 己理論化(①)で は不透 明で あった 【コア ・クオ リテ ィ】発現までの思考

展 開 も,自 己理論化(②)で は詳細に示 され ている。自己理論化(①),自 己理論化(②)

両方 ともに,「 活動→ 内省/省 察(メ タ認 知等含む)→ 持論 形成」 までの流れ が一致す

る ことか ら,い ずれ の場合 においても同様 の 【資質 ・能力 】が発揮 されてい るこ とが

示唆 された。 自己理論化(①)を 作 った こ とで,自 分史が一度整 理,理 論構 築 された

こ とによって,よ り細や かな視点を得た 自己理論化(②)を 作 るに至った。

自己理論化(①),(②)共 に表現 には違 いはあるも,自 己理論化 の対象 となった 自

分史 の 【資質 ・能力L【 アイデ ンテ ィテ ィ】,【コア ・クオ リテ ィ】が反映 してお り,

自己理論化 によってそれ ら3つ の要素が表 出す ることが分 かった。

6.自 己理 論 ヒに よっ て 表 出す る3つ の 要 素

改 めて,自 己理論化 は,3つ の要素が同時に表 出するこ とを模式化 した(図1)。

コ ア ・ク オ ■ デンティティ

自分史

図1自 己理論化によって表出する3つ の要素

(1)教 師 としての 【資質 ・能力 】

教育活動 を行 う際 に,特 徴的かつ積極 的に発揮 される力 であ る。 これ によって直面

す る教育的課題や,日 常業務,授 業実践等 に取 り組み,解 決 を図 る。その姿は,様 々

な環境や影響に応 じて成長 し,新 たに獲得す ることが期待 され るものであると考 え る。
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(2)教 師 としての 【アイデンテ ィティ】

自身が どの ような教育者であるのか,ま た,ど のよ うな教育者 であ りたいのか を示

す。 自己理論化 によって導かれた概念 図,ま た叙述文の流れ は,自 身が 【アイデ ンテ

ィテ ィ】を形成す るまでの論理的な展開を示 す もので あ り,そ れ は,自 身が どの よ う

な存在 になろ うとしてい るのかを表現 してい る。

(3)教 師 として の 【コア ・クオ リテ ィ】

教育活動の起点 とな る,根 源 的な要素であ る。 これ は無意識 的に発揮 され てい るこ

とが多 く,自 身で も説 明の付け難い教育活動 の背景 には,【 コア ・クオ リテ ィ】が起 因

している と考える。同時 に,「 コア ・クオ リテ ィ」が発揮 されて行 われ る教育活動 は,

自身 に とって最善 の営みで あ り,価 値 高い教 育活動 であると言 え る。

V.自 己理論化 メソッ ド

自己理論化 によって,(筆 者の)教 師 としての 【資質 ・能力】,【アイデ ンテ ィテ ィ】,

【コア ・クオ リテ ィ】が表 出することが分か った。 それ らを知 る方法 としてKJ法 的

手法 が効果的である と考 え,そ の手法を用いて 自己理論化 を行 った。 しか し,KJ法

的手法 を用いた 自己理論化 の作成 には,か な りの時間を有す るこ とや熟練度が必要で

あ る。 そこで,簡 易的 な方法での 自己理論化 の方法 として,自 己理論化 メソッ ドを開

発 した(図2)。 以下,そ の手順 を示す。

① 分析 対象 とす る経 験 を短 文 で付 箋 に書 き留 め る

「印象 に残っているもの」 とい うテーマで思い 出してい く。実際 に行動 した こ と,

その結果,過 程 のみな らず,感 情を表す もの な ども書き留 める とよい。 さらに,ポ ジ

テ ィブな内容だけでな く,ネ ガテ ィブな内容 も含 め書き出す こ とを推奨す る。 日記や

記録 が残 ってい る場合,事 実,結 果 のみ な らず,活 動の背景 にある感情や考 えを書 き

出す とよい。付箋数 に条件 はないが,50枚 以上ある と分類 が細 か くなるため,分 析結

果 に納得 がい くもの とな りやすい。

② 付 箋 を4つ のカ テ ゴ リー に分類 す る

付箋を 「能力または特徴 的な行動が発揮 されている表現 」,「感情,行 動,思 想 な ど

か ら教師 として望む姿 と望まない姿の表 現」,「言葉の背景 がはっき りと説明できない

もの,改 めて気づきのあった表現」,「その他 」の4カ テ ゴ リー に分 ける。付箋 に書き

留 めた表現 だけに注 目す るのではなく,そ の内容の背景(自 身が経験 した状況や感 情)

も意識す るこ と。

③ 分 類 した もの を小集 団化 す る

「その他 」以外の3カ テ ゴ リー内において,さ らに内容が似 通 っているもの,同 一

の集団化でき ると思 うものをま とめてい く。4つ のカテ ゴ リー に分類 した時 よ りも注

意深 く,付 箋 に書いた文章の背景(自 身 が経験 した状況や感情)を 強 く意識す るこ と。

小集 団化の際に付箋 を均等 に配分す る必要 はない。

次に3つ のカテゴ リー に分類,小 集 団化 の後,各 カテゴ リー 内の読み方について説

明する。

・能 力 ま た は特徴 的 な行 動 が発 揮 され てい る表現:【 資質 ・能 力 】

小集 団化 した もの とMI理 論に基づ く レー ダーチャー トの重 な りについて見 る。MI
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理論 によって強 く現れてい る とされる能力 が,こ れ まで発揮 され ていた と考 えられ る

自身 の 【資質 ・能力 】にあたる。

・感 情 ,行 動,思 想 な どか ら教 師 として望 む 姿 と望 まない 姿 の表 現:【 ア イデ ン

テ イテ イ】

小集 団化 したものに,そ れ ぞれ簡単なグループ名 をつける。 その グループ名 を用い

て,論 理的 に筋の通 る説明順 を考える。簡易的 に作成 した文章の内容 か ら,自 身の 【ア

イデ ンテ ィティ】とは何 か説 明 され る。

・言葉 の背 景が はっ き りと説 明で きな い も の,改 めて気づ き の あった表 現:【 コ

ア ・クオ リテ ィ】

小集 団化 した ものにつ いて,24あ るコア ・クオ リティか ら当てはま るものについ て

考 える。 コア ・リフレクシ ョンを用いるこ とな く,長 期的に発揮 されているであろ う

自身の 【コア ・クオ リティ】にあた る。

渇

工田
工田
】国>i鷲 務

図2自 己理論化メソッドの方法

VI.自 己理論化 メソッ ドの一例

筆者 の 自己理論化(②)で 用いた2021年 度 の自分史(付 箋数66)を 再活用 し,3

つの要素に注 目して,自 分 史を,言 葉 の背景 を十分考慮 して次 の観点 に分けて分類 し

た(そ の他含む)。

(1)【 能力 または特徴 的な行動が発揮 され ている表現】

(2)【 感情,行 動,思 想 な どか ら教師 として望む姿 と望まない 姿が表現】

(3)【 言葉 の背景がはっ き りと説明できない もの,改 めて気づ きのあった表現 】

ここで,(1)が 【資質 ・能力 】,(2)が 【アイデ ンテ ィテ ィ】,(3)が 【コア ・ク

オ リテ ィ】にそれぞれ あたる。(1)～(3)に 分類 した付箋を見てみ る と,さ らにそ

の 中で い くつかのグループ に分 けることがで きる。

(1)こ こでは,【資質 ・能力 】が発揮 されてい る場面の 自分史 を集 めた。これ らを さ
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らにグループ分け した ところ,MI理 論 によって説明がつ く可能性 を感 じた(表1)。

(1)・a:行 動的に,反 射的に物事に取 り組む様子 《身体的インテ リジェンス》

(1)-b:こ だわ りの強 さが見 られ る 《音楽的イ ンテ リジェンス》

(1)-c:授 業や活動のデザイン化に気 をつか う 《視覚 ・空間イ ンテ リジェンス》

(1)-d:振 り返 りや 自己理解 に努め る様子 《内省 的イ ンテ リジェンス》

この ことか ら,教 師 と しての 【資質 ・能力】 は 【能力または特徴 的な行動が発揮 さ

れてい る表現 】に注 目して分類 し,MI理 論 によって認識可能で あることが示唆 され

た。

表1教 師としての 「資質 ・能力」に分類された自分史

能力または特徴的な行動が発揮されている表現

(1)・a (1)・b (1)-c (1)-d

何 とな く 「良い」 と 意外 と理科室に対し 見た目(驚 きや美 し

思 うものに迷いなく て求 めるハー ドルが さ)は かな り気に し
内容は隠さずオープ

ンに
使い始め,後 で悩む ある てい る

こっちの予想 してい 授業はデザインして 宗教的に進めてい く

ない実験結果にそれ 試 してまたデザイン のだけはマジでやめ

っぼく答えるカ し直す感覚 よ うと思 った

子 どもの 「眩き」が
授業中に感じるもの

入って くる
が次に繋がり,修 正

されていく

体が動いていないと
授業後の細やかな分

新しいアイディアは
析はせず,自 分の中

生まれない
で簡単に振 り返 り修

正する

探究させたいからこ

そ探究させる教材を

難 しく思う

別の先生の語る様子

を見ている自分を見

ている自分という意

識を何度も経験 して

い る

身体的 音楽的 視覚 ・空間 内省的

イ ンテ リジェンス イ ンテ リジェンス イ ンテ リジェンス イ ンテ リジェンス

(2)こ こでは,【 アイデ ンテ ィテ ィ】が発揮 され てい る場面の 自分史を集 めた。これ

らを さらにグループ分け した ところ,そ れぞれ にグループ名 をつけた(表2)。

(2)-a:子 どもたちの活動や思いに純粋 に感 心 し,そ の努力 の過程 を大切に して欲
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しい と思 う筆者 の気持 ちが現れ る。《子 どもを尊重す る》

(2)-b:筆 者 が教育(教 科)を 通 じて,筆 者 とい う存 在 を色こく児童 に示そ うと行

動 してい る様子 の現れ。《オン リー ワンな存在》

(2)-c:他 者(教 員や保護者)の 考 えに違和感 を覚 える,ま たは,筆 者の考 えにそ

ぐわない ものを敬遠す る様子。《他者評価が苦手》

(2)・d:児 童 の 自己決定や選択 を否定 した くない とい う思い と,そ こか ら成長 して

ほしいとい う願 いの現れ。《自律 して欲 しい》

これ らの グル ープ名 をま とめる と,《他者評価が苦手》であることは,自 己決定,自

己評価 を望む ことの裏返 しであ りそれは,《 自律 して欲 しい》とい う願い に繋が る。そ

のためにはそれ ら自己決定 した ことな ど 《子 どもを尊重》す ることを大切 にす ること

に繋が り,そ んな存在であるこ とは筆者 を 《オン リー ワンな存在》 として くれ る と読

み解ける。 これ は,自 己理論化 に よって表出 した 【アイデ ンティテ ィ】 と類似 して こ

とから,【感情,行 動,思 想な どか ら教師 として望む姿 と望 まない姿が表現】に注 目し

て分類 し,そ の 中で背景の繋が りを意識す ることで認識 可能であることが示 唆 された。

表2教 師としての 「アイデンティティ」に分類された自分史

感情,行 動,思 想な どか ら教師として望む姿 と望まない姿が表現

(2)-a (2)-b (2)-c (2)・d

教科はツールであ ジェンダーに関する
「あ,そ っ か!」 が

り,生 き方,考 え方 発言に結構意識がい
忘れ物に対 してゆる

好き い

を伝える場 く

子どもたちの経験を 実演するものは基本 保護者の影を気にし
給食指導は嫌だなと

尊重 し,結 果は二の 的に見てほしいし自 なくて良いのはとて
思 う

次三の次 身がある もありがたい

今の4年 生が5年 生6
自分がすべての決定

活動の失敗は良くて 年生になった時4年
権を持っような感覚

も内容はダメ の理科が一番面白か
が怖い

ったと言わせたい

The公 立みたいな先

生苦手

保護者のためのテス

トと内容抑え

子どもを韓 する1オ ンリーワンな存在1儲 評価力・苦手1自 律 して欲 しい

(3)こ こでは,【 コア ・クオ リテ ィ】が発揮 され てい る場 面の自分史 を集 めた。これ

らをさらにグル ープ分け した ところ,24あ る 【コア ・クオ リテ ィ】に よって説明がつ

く可能性を感 じた(表3)。

(3)・a:個 としていかにオ リジナ リティの高い活動 を行 うか に焦点を当てる 《個性

的》
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(3)-b:子 どもとの関わ りに純粋 に喜び を感 じている 《愛情豊 か》

(3)-c:定 めた 目標 に対 して揺 るがな く前進 したい 《目標指 向型》

自分史を付箋 に書 き留 めることで初 めて,も しくは改 めて再認識 した経験 は,そ の

背景 が見 え辛 く,非 常 に内側 にある意識の難 しい 自身 の強みの よ うなものが発揮 され

てい ることが認識 され る。 このことか ら,教 師 としての 【コア ・クオ リテ ィ】は 【言

葉 の背景がはっき りと説 明できない もの,改 めて気づ きのあった表現 】に注 目して分

類 し,24の 示 された 【コア ・クオ リテ ィ】に当てはめるこ とで認識 可能である ことが

示唆 された。

表3教 師 としての 「コア ・クオ リテ ィ」に分類 された自分史

言葉の背景がはっきりと説明できない もの,改 めて気づ きのあった表現

(3)-a (3)-b (3)-c

職人技的なところに良さを

感じる

やっぱり子どもと関わりは

後半加速度的によくなる

授業は計画 した日程通 り進

まないといやだ

教科書をいかに外すか
子どもを見てると色んな考

えに縛られない時間がある

学習の目当てがわかりにく

い(変 えようと意識 しすぎ)

授業作 りはアイディア勝負

いかに子ども中心の活動に

するかが授業作 りの核

個性的1愛 髄 か1瞬 指向型

筆者 の教 師 としての 【資質 ・能力 】や 【コア ・クオ リテ ィ】はMI理 論や コア ・リ

フ レクシ ョンを通 じて,比 較的明瞭に示 され た と感 じている。【アイデ ンティテ ィ】は

グループの全体像 か ら,そ の背景を繋 ぐことで示 され たが,KJ法 的手法を用 いた 自

己理論化の際にも,そ の概 念図全体の様子 を含 めた文章化 によって表現 され るもので

あった。そのこ とか らも,【 アイデンテ ィテ ィ】の理解 とは,そ れ を形成す るに至 る道

の りと,様 々な要素の繋が りに よって初 めて表 出す るものである と考 える。

自己理論化メ ソッ ドは,そ の活動者 自身 が個人作業 としてで きる。 しか し,初 めて

自己理論化 メソッ ドを行 う場合,メ ンターに小 グループな どについて コーチ ング的対

話 を交 わ し発見 してい く。特 に 【アイデンテ ィテ ィ】に関 して,対 話 を重 ねるこ とで

ス トー リー構成 に違和感 がないか,確 かめなが ら行 うことが重要 である。

V匠.ま とめ

自己理論化の試行 を通 じて,中 長期的な教師経験の省察活動 が可能であることがわ

か った。 また,そ れ に よって教師 としての 【資質 ・能力 】,【アイデ ンテ ィテ ィ】,【コ

ア ・クオ リティ】が表出す ることもわかった。 自己理論化 による精度の高い教師経験

の省察 には,KJ法 的手法 を用いることで,経 験依存的経験 主義 に よらない,細 部 に
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わたる自身の思考パターン理解 に大きな役割を果たした。 しかし,KJ法 的手法にも

いくつかの課題が見られた。作業時間の効率化と活動に熟達度を要しない方法 として,

自己理論化 メソッ ドの開発に至った。

本稿では,教 師経験を有する筆者の場合において自己理論化メソッドを活用 した例

を示した。教師経験を有しない者 を対象 とした自己理論化メソッドの活用 も実践 して

いる。対象 となる経験を 「教育活動に関わる経験」や 「研究に関わる経験」など、適

切に設けることによって多様な経験に由来する3つ の要素の発見に繋がることが期待

される。
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